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西
日
本
豪
雨
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ

　
愛
媛
資
料
ネ
ッ
ト
は
、
二
〇
一
八
年
七
月
の

西
日
本
豪
雨
の
時
、
雨
の
弱
ま
っ
た
七
月
八
日
か
ら

大
洲
市
内
に
て
歴
史
資
料
の
救
出
を
開
始
し
た
。

大
洲
八
幡
神
社
古
学
堂
や
旧
庄
屋
家
な
ど
か
ら
救
出

し
た
資
料
を
西
予
市
に
あ
る
愛
媛
県
歴
史
文
化

博
物
館
へ
搬
入
し
て
、
洗
浄
・
乾
燥
・
殺
菌
作
業
を

行
っ
た
。
七
月
一
一
日
に
は
宇
和
島
市
吉
田
町

立
間
公
民
館
か
ら
連
絡
が
入
り
、
浸
水
し
た

旧
立
間
村
文
書
の
救
出
作
業
を
開
始
し
た
。
浸
水

し
た
１
０
０
箱
以
上
の
文
書
は
伊
方
町
岬
漁
協
や

地
元
の
高
校
生
、
お
年
寄
り
ら
の
支
援
を
得
て

緊
急
避
難
を
行
っ
た
。

　
緊
急
避
難
の
後
、
１
０
６
箱
の
被
災
資
料
は
愛
媛

大
学
の
沿
岸
環
境
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
冷
凍
施
設

ES―
BANK

に
預
け
ら
れ
た
。
修
復
作
業
は
愛
媛

大
学
日
本
史
研
究
室
で
行
い
、
香
川
・
徳
島
県
を

含
む
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
学
生
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
、

二
〇
二
二
年
三
月
に
完
了
し
た
。

　
西
日
本
豪
雨
の
資
料
救
出
に
あ
た
り
、
課
題
と

な
っ
た
の
が
、
救
出
す
る
べ
き
資
料
の
所
在
が

分
か
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
愛
媛
資
料
ネ
ッ
ト
で
は

こ
の
時
初
め
て
、
フ
ェ
ス
ブ
ッ
ク
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
を

開
設
し
、
資
料
保
存
に
つ
い
て
呼
び
か
け
た
が

反
応
は
全
く
な
か
っ
た
。
開
設
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が

浸
透
す
る
の
に
は
時
間
が
か
か
る
た
め
、
来
る
べ
き

大
災
害
に
備
え
、
未
指
定
文
化
財
所
在
地
確
認
の

た
め
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
開
設
は
急
務
で
あ
る
。

愛
媛
資
料
ネ
ッ
ト
の
活
動

　
二
〇
〇
一
年
三
月
の
芸
予
地
震
を
機
に
、
伊
予

史
談
会
と
愛
媛
大
学
が
設
立
し
た
愛
媛
資
料
ネ
ッ
ト

は
、
愛
媛
大
学
法
文
学
部
日
本
史
研
究
室
に
事
務
局

を
置
き
、
二
〇
〇
四
年
や
二
〇
一
八
年
の
豪
雨
な
ど
で

被
災
し
た
愛
媛
県
内
の
資
料
を
救
出
し
て
き
ま
し
た
。

日
常
的
に
も
資
料
に
関
わ
る
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
展
開

　
翌
二
〇
一
九
年
に
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
反
応
が
見
え

始
め
る
。
資
料
修
復
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
に
応
募
し
て

く
れ
る
方
が
現
れ
、
県
内
は
も
と
よ
り
ス
ペ
イ
ン
か
ら

参
加
し
て
く
れ
た
親
子
も
い
た
。
二
〇
二
〇
年
三
月

に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
た
。

　
二
〇
二
〇
年
四
月
七
日
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

感
染
症
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
影
響
で
、
外
出
を

控
え
、
家
の
整
理
整
頓
を
始
め
る
人
が
多
か
っ
た
。

家
庭
に
眠
る
歴
史
資
料
が
捨
て
ら
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
埃
を
か
ぶ
っ
た
歴
史
資
料
の
重
要
性
を
訴
え
る

「
そ
れ
、
捨
て
な
い
で
」
シ
リ
ー
ズ
を
ツ
イ
ッ
タ
ー
で

連
載
し
た
。
そ
の
結
果
、
通
常
の
三
〇
倍
の
ア
ク
セ
ス

が
あ
り
、
毎
日
新
聞
・
愛
媛
新
聞
で
紹
介
さ
れ
、

毎
日
新
聞
の
ネ
ッ
ト
記
事
は
、
五
月
二
六
日
に

ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
の
ア
ク
セ
ス
ラ
ン
キ
ン
グ
で

二
位
と
な
っ
た
（
一
位
は
コ
ロ
ナ
感
染
者
数
）。

　
五
月
末
に
は
全
国
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
し
、

他
県
情
報
は
該
当
す
る
資
料
ネ
ッ
ト
へ
情
報
提
供

を
行
い
、
県
内
の
古
文
書
・
襖
な
ど
は
、
緊
急
に

救
出
・
保
存
し
た
。

　
持
ち
帰
っ
た
襖
は
、
愛
媛
資
料
ネ
ッ
ト
が
講
師
を

務
め
る
愛
媛
大
学
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
博
物
館
実
習
で

解
体
を
行
い
、
下
貼
文
書
を
救
出
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

で
展
示
し
た
。

ク
ラ
ウ
ド
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
活
用

　
大
洲
八
幡
神
社
に
あ
る
「
古
学
堂
」
は
、
享
保

年
間
か
ら
明
治
初
期
に
わ
た
り
、
大
洲
藩
内
外
の

あ
ら
ゆ
る
人
々
の
教
育
に
尽
く
し
た
私
塾
で
、

シ
ー
ボ
ル
ト
の
弟
子
三
瀬
諸
淵
・
五
稜
郭
設
計
者

武
田
成
章
・
書
家
三
輪
田
米
山
・
王
政
復
古
に

関
わ
っ
た
矢
野
玄
道
ら
を
輩
出
し
た
。

　
図
書
館
部
分
の
み
が
大
洲
市
指
定
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
る
が
、
教
室
部
分
は
指
定
当
時
、
住
居
で

あ
っ
た
た
め
、
指
定
か
ら
は
ず
れ
た
。
こ
の
た
め
、

古
学
堂
全
体
が
公
的
支
援
を
受
け
ら
れ
な
い
。

　
西
日
本
豪
雨
に
よ
り
、
一
階
屋
根
近
く
ま
で

浸
水
し
、
壁
、
建
物
な
ど
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。

被
災
直
後
に
文
庫
の
書
籍
は
、
愛
媛
資
料
ネ
ッ
ト
や

愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
に
よ
っ
て
救
出
・
修
復

作
業
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
建
造
物
の
修
復
は
着
手

で
き
ず
、
よ
う
や
く
二
〇
二
二
年
六
月
か
ら
始
ま
っ
た

が
、
莫
大
な
修
復
費
捻
出
が
課
題
で
あ
っ
た
。

　
修
復
に
向
け
、
大
洲
史
談
会
を
中
心
と
し
た
大
洲

古
学
堂
保
存
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
ク
ラ
ウ
ド
・

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
修
復
費
用
の
募
集
が
行
わ
れ
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発
信
を
行
い
、
各
メ
デ
ィ
ア

や
市
内
各
所
団
体
で
の
講
演
で
古
学
堂
の
危
機
を

訴
え
、
県
内
外
に
協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
愛
媛

資
料
ネ
ッ
ト
も
協
力
し
た
。
全
国
の
多
く
の
方
々

か
ら
支
援
や
助
成
を
得
ら
れ
、
現
在
も
古
学
堂
の

内
部
調
査
や
修
復
が
進
ん
で
い
る
。

　
西
日
本
豪
雨
後
、
崩
落
し
た
丸
亀
城
三
の
丸
石
垣
は

現
状
記
録
を
と
り
な
が
ら
の
崩
落
石
垣
の
撤
去
と

埋
蔵
文
化
財
調
査
を
並
行
し
て
行
い
な
が
ら
、
工
事

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
い
ま
だ
積
み
直
し
に
至
っ
て

い
な
い
。
調
査
で
は
、
崩
落
石
垣
の
下
か
ら
大
坂

城
石
垣
並
み
の
高
石
垣
が
出
現
す
る
な
ど
、
新
た
な

研
究
成
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。
建
造
物
の
復
興
が

い
か
に
困
難
か
。
江
戸
時
代
の
築
城
技
術
が
い
か
に

高
い
か
驚
き
を
も
っ
て
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
丸
亀
城
は
、
国
指
定
史
跡
の
た
め
、
国
・
県
の
財
政

支
援
を
受
け
、
丸
亀
市
が
修
復
を
行
っ
て
い
る
が
、

完
全
に
崩
落
し
た
石
垣
の
修
復
は
、
長
期
に
わ
た
り
、

市
の
財
政
規
模
を
超
え
る
多
額
の
費
用
負
担
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
広
く
寄
付
を
募
集
し
、

二
〇
二
四
年
一
月
末
現
在
で
、
個
人
や
企
業
か
ら

五
億
六
千
万
円
以
上
の
寄
付
金
が
集
ま
っ
て
い
る
。

次
世
代
へ
の
継
承
に
向
け
て

　
愛
媛
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
で
は
、
全
国

で
も
珍
し
い
、
県
・
市
町
・
資
料
ネ
ッ
ト
・
建
築
士
会

で
連
携
す
る
文
化
財
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
想
し
、

二
〇
一
九
年
三
月
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、
二
〇
二
一
年

二
月
の
愛
媛
県
文
化
財
保
存
活
用
大
綱
に
も
掲
載
、

同
年
九
月
に
は
「
え
ひ
め
文
化
財
等
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

規
約
も
完
成
し
、
西
日
本
豪
雨
災
害
で
得
た
教
訓
も

活
か
し
な
が
ら
、
オ
ー
ル
愛
媛
体
制
で
未
指
定
を

含
む
文
化
財
保
護
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
の

課
題
は
、
各
市
町
が
定
め
る
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
策
定
で
あ
る
。
今
年
度
の
研
修
は
、
大
洲
八
幡

神
社
で
行
い
、
古
学
堂
も
見
学
し
た
。

　
ま
た
、
古
学
堂
の
歴
史
や
古
来
の
伝
統
を
学
ぶ

た
め
の
講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
イ
ベ
ン
ト
も

行
わ
れ
て
お
り
、
次
世
代
へ
の
継
承
に
向
け
て
活
動

し
て
い
る
。
本
年
一
月
に
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

天
野
真
志
氏
の
講
演
会
を
実
施
し
た
。

◆
愛
媛
資
料
ネ
ッ
ト

◇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://snet.ll.ehim
e-u.ac.jp/

◇
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

https://w
w
w
.facebook.com

/
ehim

e.siryou.net/

◇
Ｘ（
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

https://tw
itter.com

/ehim
e_s_n
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▲立間村文書の救出 （立間公民館）▲立間村文書の修復 ・整理 （愛媛大学）▲天野真志氏講演会 （大洲市）

第 10 回全国史料ネット研究交流集会 （東京）

歴史遺産継承の新しい形

2001年
3月30日創刊

▲私塾古学堂
　右側が図書館、 左側が教室

▼国史跡丸亀城跡




